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❶　

１
９
４
８
年
３
月
１
日
生

ま
れ
の
７７
歳
。
兵
庫
県
姫
路

市
出
身

❷　

京
都
生
協
城
南
支
部
の

食
堂
で
週
３
日
、
賄
い
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
、
月
に
一
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
分
担

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
食
事
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
こ

と
ら
い
ふ
東
寺
」
の
サ
ロ
ン

を
お
借
り
し
て
「
男
の
料
理

教
室
」
を
月
に
一
度
開
い
て

い
ま
す
。
く
ら
し
コ
ー
プ
で

は
筍
サ
ー
ク
ル
に
入
り
年
に

一
度
筍
堀
り
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。

❸　

朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し

て
運
動
教
室
に
通
い
、
体
操

教
室
・
ヨ
ガ
教
室
に
、
運
動

を
兼
ね
た
地
域
交
流
を
し
て

い
ま
す
。

❹　

伊
豆
一
周
の
旅
を
終
え
、

父
の
好
物
の
〝
月
餅
〟
を
お

土
産
に
買
い
、
家
路
へ
と
向

か
っ
て
い
た
折
り
、
父
の
訃

報
を
知
り
、
家
に
着
く
な
り

現
実
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

❺
　
憲
法
改
悪
に
反
対
し
平
和

を
誓
っ
て
い
る
「
新
婦
人
」

で
新
聞
の
読
み
合
わ
せ
や
、

小
組
で
親
睦
会
を
図
っ
て
い

ま
す
。
最
近
習
い
始
め
た
フ

ラ
ダ
ン
ス
が
縁
で
「
女
性
会
」

と
「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
」
に

入
会
し
、
同
世
代
の
方
た
ち

と
の
交
流
も
始
め
ま
し
た

❻
〝
継
続
は
力
な
り
〟

　

努
力
の
積
み
重
ね
が
実
を
結

ぶ
と
の
想
い
で
、
習
い
事
や

趣
味
を
活
か
し
出
来
る
こ
と

を
長
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

❶　

昭
和
１０
年
１２
月
２４
日
、
北

区
紫
竹
栗
栖
町
生
れ
。
京
都

生
ま
れ
の
京
都
育
ち
の
８９
歳

で
す
。

❷　

７０
歳
後
半
、
私
が
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
会
員
で
船
岡

山
公
園
の
清
掃
中
、
同
公
園

の
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
八
田

さ
ん
に
出
会
い
、
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
い
高
齢
者
協
同
組

合
を
紹
介
さ
れ
て
加
入
し
ま

し
た
。
そ
れ
迄
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
好
き
で
柏
野
同
好

会
に
入
部
、
６
チ
ー
ム
で
月

２
試
合
あ
り
勝
敗
の
結
果
、

秋
に
優
勝
し
た
事
が
、
今
も

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

草
野
球
的
な
遊
び
は
８０
歳
頃

迄
や
っ
て
い
ま
し
た
。

❸　

元
気
の
秘
訣
は
一
度
も
考

え
た
事
は
無
く
、
年
齢
を
忘

れ
て
常
に
身
体
を
動
か
し
、

おたずねしました
❶�お生まれは

❷�日頃の暮らしの様子—くらしコープとの接点や、

　�あれば社会活動などもどうぞ

❸�元気の秘訣—日ごろ心がけていることなど

➍ これまでの人生で忘れられないこと

❺�いま興味・関心のあること、これからやってみたいと思うこと

❻�座右の銘は？

楽しく！

週
に
２
回
の
船
岡
山
公
園
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
夏
と

冬
は
休
み
）
と
組
合
サ
ー
ク

ル
の
京
北
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
行

き
月
２
回
と
組
合
サ
ー
ク
ル

土
曜
日
午
後
の
麻
雀
で
す
。

❹　

昭
和
２８
年
に
西
京
商
業
高

校
を
卒
業
し
、
市
内
の
印
刷

会
社
に
就
職
２０
年
た
ら
ず
在

職
、
其
の
後
和
装
業
界
の
景

気
が
良
か
っ
た
の
で
、
借
金

で
家
を
改
築
、
家
内
と
一
緒

に
袋
帯
の
製
織
（
動
力
織
機
）

に
自
宅
で
従
事
し
良
き
時
代

も
有
り
ま
し
た
が
、
西
陣
全

般
に
不
景
気
が
続
き
、
７５
歳

で
織
屋
さ
ん
を
辞
め
る
事
に

な
り
本
当
に
、
残
念
で
し
た
。

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
体
験
し

自
営
業
の
苦
し
さ
も
味
わ
い

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

❺　

若
い
頃
は
鉄
道
模
型
に
熱

中
し
主
に
１
／
８０
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー

ジ
を
集
め
部
屋
一
面
に
線
路

を
置
き
電
気
機
関
車
や
蒸
気

機
関
車
Ｃ
５８
、
Ｄ
０
５１
等
を

走
行
さ
せ
た
り
、
プ
ラ
モ
デ

ル
の
組
立
て
制
作
を
徹
夜
で

久世栄子さん
（南区）

原田�弘さん
（北区）

秘訣
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し
ま
し
た
。
日
光
陽
明
門
、

薬
師
寺
の
東
塔
、
出
雲
大
社

の
本
殿
、
軍
艦
大
和
、
ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
白
バ
イ

等
で
す
。
鉄
道
模
型
の
車
輪

は
全
部
業
者
に
買
い
と
っ
て

も
ら
い
部
屋
は
す
っ
き
り
し

ま
し
た
。
プ
ラ
モ
デ
ル
は

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
今
で
も
有

り
ま
す
。
今
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
と
麻
雀
を
ガ
ン
バ
っ

て
下
手
で
も
続
け
る
つ
も
り

で
す
。

❻　

亥
年

生
ま
れ
な

の
で
、
猪

突
猛3

進

　
　

後
わ
ず
か
な
人
生
で
す
が

若
い
人
達
と
一
緒
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
、
麻
雀
に
、

つ
い
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

❶　

１
９
４
０
年
３
月
３０
日
福

井
市
生
ま
れ
の
、
８５
歳
。
戦

後
す
ぐ
の
小
学
校
に
入
学
、

早
生
ま
れ
だ
け
を
集
め
た
男

女
組
に
母
が
び
っ
く
り
。

❷　

朝
４
時
起
床
、
夕
８
時

就
寝
と
い
ち
お
う
決
め
て
い

ま
す
。
朝
６
時
か
ら
ラ
ジ
オ

講
座
を
聴
き
、
終
っ
て
新
聞

４
紙
を
な
ら
べ
て
切
り
抜
き

も
。
い
ま
新
聞
を
と
る
人
が

少
な
く
な
っ
た
の
で
、
応
援

の
気
持
で
。

　
　

く
ら
し
コ
ー
プ
へ
は
「
映

画
サ
ー
ク
ル
」
に
入
れ
て
い

た
だ
き
『
紫
式
部
』
を
読
み
、

私
た
ち
老
人
に
ぴ
っ
た
り
の

「
京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
く
ら
し
コ
ー
プ
」
と
、
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
朝
の
新
聞
に
も
「
介
護

事
業
所
の
減
少
を
前
提
で
な

く
む
し
ろ
ふ
や
す
べ
き
」
と
。

い
ず
れ
皆
老
人
に
な
る
の

だ
か
ら
、
今
か
ら
よ
い
状
態

に
し
て
お
い
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
　

く
ら
し
コ
ー
プ
に
は
専
門

の
先
生
も
い
て
下
さ
っ
て
、

心
強
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち

も
動
き
ま
し
ょ
う
。

❸　

食
事
は
、
無
農
薬
玄
米
と

有
機
野
菜
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
月
一
回
の
内
科
診
療
、

歯
科
検
診
は
、
問
題
な
し
、

と
の
こ
と
。
さ
み
し
い
と
、

甘
い
物
に
向
か
う
の
で
こ
こ

は
…
。
テ
レ
ビ
は
み
な
い
の

で
白
内
障
は
な
し
（
？
）
。

　
　

家
の
終
活
整
理
（
本
の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
も
含
む
）
を
し

て
い
て
疲
れ
る
と
、
博
物
館
・

美
術
館
巡
り
。
神
戸
、
大
阪
、

奈
良
ま
で
出
か
け
ま
す
。

　
　

最
期
は
「
く
ら
し
コ
ー
プ
」

が
あ
る
と
、
の
ん
び
り
構
え

て
い
ま
す
。

❹　

身
内
と
の
別
れ
…
で
す

が
、
こ
こ
は
楽
し
い
思
い
出

を
。
５０
年
前
ギ
リ
シ
ア
、
ト

ル
コ
へ
。
春
は
バ
ス
に
乗
っ

て
遺
跡
め
ぐ
り
、
。
ト
ル
コ

で
は
、
ど
こ
で
も
ハ
ラ
べ
べ

ク
チ
（
遺
跡
監
視
員
？
）
が

い
て
、
ひ
ょ
っ
と
現
れ
、
仲

良
し
に
な
り
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
特
に
ト
ル
コ
は

日
本
に
友
好
的
で
、
青
年
達

と
辞
書
で
日
本
の
農
機
具
の

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
い
ま

紙
上
で
、
法
相
「
ト
ル
コ
国

籍
の
不
法
滞
在
多
い
」
と
。

ク
ル
ド
人
の
問
題
も
あ
る
け

れ
ど
、
ど
こ
の
国
と
も
仲
良

し
で
い
た
い
！

❺　

関
西
万
博
共
催
で
、
奈
良

博
、
京
博
、
大
阪
市
美
、
三
ヶ

所
で
日
本
の
国
宝
の
素
晴
ら

し
さ
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
い
ま
は
江
戸
末
期
か
ら

昭
和
ま
で
な
か
な
か
興
味
深

い
屏
風
、
絵
巻
他
い
ろ
い
ろ

見
せ
て
も
ら
え
ま
す
。

　
　

私
の
好
き
な
岩
佐
又
兵
衛

（
１
５
７
８

—

１
６
５
０
。

荒
木
村
重
の
子
。
信
長
に
亡

ぼ
さ
れ
、
乳
母
に
よ
り
脱
出
）

福
井
時
代
の
作
品
も
あ
る
と

の
こ
と
。

　
　

今
公
開
中
の
「
日
本
美
術

の
鉱
脈
展
」
（
中
之
島
美
術

館
・
８
月
３１
日
ま
で
）
で
も

観
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　

読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
ど
ん

な
本
が
読
め
る
か
。

　
　

さ
あ
お
迎
え
が
く
る
ま

で
、
楽
し
み
ま
す
。

❻　

①
楽
し
く
楽
し
く
生
き
よ

（
『
万
葉
集
』）
。

　
　

②
今
が
一
番
倖
せ
な
ん
だ

よ
（
夫
の
言
葉
）
。

おおむた英
ひで

子さん
（北区）

前向き！
外向き！

元気の
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節
目
の
年
、
第
４５
回
平
和

の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
が

８
月
２
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
７
月
２５
日
の
搬
入
か
ら

最
終
日
ま
で
可
能
な
限
り
足

を
運
ん
で
、
見
て
き
ま
し
た
。

講
演
の
１
つ
目
は
「
南
京

民
間
抗
日
戦
争
博
物
館
・
呉
館

長
」
の
講
演
と
、
南
京
で
一
家

９
人
の
う
ち
７
人
ま
で
が
目

の
前
で
日
本
兵
に
殺
さ
れ
た

と
い
う
方
の
証
言
。
う
ち
２
人

は
姉
で
、
強
姦
さ
れ
た
後
殺
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
南
京
に
は
国

立
の
戦
争
博
物
館
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
を
補
う
べ

く
呉
さ
ん
が
私
財
を
投
じ
て

造
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

２
つ
目
は
、
「
日
・
ソ
戦
争

と
兄
の
戦
死
」
と
題
す
る
遺

族
の
内
藤
玲
子
さ
ん
ほ
か
の

お
話
で
し
た
。
ソ
連
の
参
戦

と
そ
の
後
の
厳
し
い
逃
避
行

の
お
話
で
し
た
。

３
つ
目
は
、
私
も
関
わ
っ

て
い
る
治
安
維
持
法
国
家
賠

償
同
盟
主
催
の
、
本
庄
豊
さ

ん
の
講
演
「
治
安
維
持
法
犠

牲
者　

京
都
の
記
録
」
。
今

年
は
制
定
１
０
０
年
に
当
た

り
、
京
都
で
は
京
都
治
安
維

持
法
研
究
会
編
『
レ
ジ
ス
タ

ン
ト
の
京
都　

治
安
維
持
法

下
の
青
春
』
（
日
本
機
関
紙

出
版
セ
ン
タ
ー
発
行　

定
価

１
９
８
０
円
）
を
出
版
。
そ

の
内
容
と
作
成
経
過
の
発
表

で
し
た
。

展
示
で
は
、
各
団
体
趣
向

を
凝
ら
し
た
展
示
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。
（
写
真
）

①
参
議
院
議
員
選
挙

の

後

だ

っ

た

こ

と

も

あ
っ
て
気
に
止
ま
り
ま

し
た
。

②
長
崎
に
落
と
さ
れ

た
原
子
爆
弾
・
フ
ァ
ッ

ト
マ
ン
（
ふ
と
っ
ち
ょ
）

の
実
物
模
型
。
そ
の
横
で
う

た
ご
え
の
時
間
が
あ
り
一
緒

に
「
長
崎
の
鐘
」
を
歌
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
一
句　

—
—

フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
を
横
目
に
歌

う
「
長
崎
の
鐘
」

③
基
町
高
等
学
校
の
生
徒

と
被
爆
者
と
の
共
同
制
作
に

よ
る
「
死
ん
だ
我
が
子
を
背

負
っ
た
若
い
お
母
さ
ん
」
。
電

車
の
中
で
被
爆
し
吊
皮
に
つ

か
ま
っ
た
ま
ま
骸
骨
に
な
っ

た
絵
な
ど
、
鬼
気
迫
る
作
品

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
展
見
て
あ
る
記　
　
　
　
　
　
　
　

水
口
武
夫

監
事
の
新
井
康
友
佛
教
大

学
教
授
が
、
講
師
と
し
て
佛

教
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究

会
の
大
学
生
３
名
を
つ
れ
て

き
て
く
だ
さ
り
、
８
名
の
方

が
参
加
さ
れ
熱
心
に
い
ろ
い

ろ
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
一
人
に
感
想
を
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
「
何
を
ど
う
質

問
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

大
学
生
も
何
を
答
え
て
良
い

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
次
は
整

理
し
て
か
ら
行
こ
う
と
思
い

ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

紙
の
チ
ラ
シ
な
ど
の
媒
体

が
少
な
く
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
電
子
化
さ
れ
る
中

で
、
ス
マ
ホ
を
上
手
に
使
う

こ
と
は
、
生
活
す
る
上
で
必

須
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス

マ
ホ
教
室
で
少
し
で
も
が
使

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

次
回
は
９
月
２６
日
１４
時
か
ら

（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）
。
定
員

は
１０
名
程
度
の
予
定
で
す
。

ス
マ
ホ
教
室　
　

７
月
２５
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓵

⓷ ⓶

くらしコープへの御寄付

7 月１日～３1 日（敬称略）

伊東由利子、伊藤昭、伊藤満里子、今井崇、

岩渕慶子、片岡史子、川上雅詮、北尾由美子、

桐澤優子、小村正晴、佐藤美佐子、佐本尚子、

柴茂保、杉浦勝代、田北紀久代、東郷早苗、

内藤律子、永富憲司、中村捷夫、長谷川暉、

花野嘉朗、平野伊津子、福田光代、ふみさん、

三木一弘、三輪敏枝、村上達夫、村上ひろみ、

山口貞子、Ｈ . Ｙ、ＳＳ、Ｙ . Ｕ、匿名１６人、

計 48 人の方から

総額 264,000 円の御寄付を

いただきました。

ありがとうございました。
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第三者評価を、貴重なステップに

９月の事業所だより
介護支援センター
紫野きらく庵

　このたび当事業所では、福祉サービス第三者

評価を受審し、認定をいただきました。

　第三者評価とは、福祉サービスの質の向上を

目的に、外部の評価機関が中立・公正な立場か

ら、事業所の自己評価や職員・利用者への聞き

取り、現地での確認を行い、多面的に運営状況

を評価する仕組みです。

　書類や利用者ファイルの整理、災害時対応

（BCP）への具体的な訓練、日頃からの会議や

OJT による情報共有体制など、日々の取り組

みに対して前向きな評価をいただきました。

デイサービスセンター
紫野きらく庵

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

必要な人が介護保険サービスを受けられるよ

うに、一緒に考えてケアプラン（サービス計

画書）を作ります。地域の人と住み慣れた家

で生活できるように暮らし丸ごと支援します。

一方で、マニュ

ア ル の 運 用 や

PDCA の明確化、

人材育成の方針、

地域との連携の

在り方など、今

後の課題や改善

の方向性も見え

てきました。

　今回の受審を

通じて、普段の

業務では見えにくい部分が整理され、法人とし

ての重点の置き方を見直す貴重な機会となりま

した。

　これからも今回の気づきを大切にし、よりよ

いサービスの提供に向けて取り組んでまいりま

す。受審にあたりご協力くださった皆さまに、

心より感謝申し上げます。

注 1・OJT　on-the-job�training 実地訓練。

注 2・PDCA【plan 立案・計画　do 実施　check

検証・評価　action 改善・見直し】による目標管

理の実践手順。

終活サポート
気づいた時が始めどき！相談や、エンディングノート

作成支援は無料でご利用いただけます。有料サービス

や標準料金のパンフレットもありますのでお気軽にお

問い合わせ下さい。

の
実
物
模
型
。
そ
の
横
で
う

た
ご
え
の
時
間
が
あ
り
一
緒

に
「
長
崎
の
鐘
」
を
歌
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
一
句　

—
—

フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
を
横
目
に
歌

う
「
長
崎
の
鐘
」

③
基
町
高
等
学
校
の
生
徒

と
被
爆
者
と
の
共
同
制
作
に

よ
る
「
死
ん
だ
我
が
子
を
背

負
っ
た
若
い
お
母
さ
ん
」
。
電

車
の
中
で
被
爆
し
吊
皮
に
つ

か
ま
っ
た
ま
ま
骸
骨
に
な
っ

た
絵
な
ど
、
鬼
気
迫
る
作
品

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
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昭和百年、何がめでたい！？
　　 　私の昭和史（その２）

寄稿ありがとうございました。

「
お
ひ
な
さ
ん
、
母

親
の
親
元
か
ら
も
ら
わ

ん
の
？
」

「
ピ
ア
ノ
さ
わ
ら
ん

と
い
て
。
指
紋
が
つ

く
！
」　

�

佐
竹
輝
子

（北
区
）

滋
賀
県
の
田
舎
で
４
月
７

日
に
生
ま
れ
た
が
、
４
月
１

日
生
ま
れ
な
ら
早
く
中
学
出

て
働
け
る
と
、
一
週
間
早
く

役
場
に
届
け
ら
れ
た
。「
男
の

子
や
と
思
っ
て
産
ん
だ
ら
女

の
子
や
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

大
人
は
何
気
な
し
に
言
っ
た

か
知
ら
ん
け
ど
、
顔
も
不
細

工
や
し
、
も
の
す
ご
く
劣
等

感
を
持
っ
て
い
た
子
ど
も
時

代
。３

月
３
日
の
お
ひ
な
様
が

な
い
の
で
、
友
だ
ち
の
家
へ

見
せ
て
も
ら
い
に
い
っ
た
。

そ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

「
そ
ん
な
ん
、
母
親
の
親
元
か

ら
も
ら
っ
て
な
い
の
か
」
と

言
わ
れ
た
。
母
は
子
ど
も
の

頃
に
母
親
を
病
気
で
亡
く
し

て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
に
育

て
ら
れ
た
。
貧
乏
で
７
人
姉

妹
で
大
変
だ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
「
ピ
ア
ノ
を
さ
わ
っ
た

ら
指
紋
が
つ
く
し
離
れ
て
」

と
も
言
わ
れ
た
。
悲
し
く
て

陰
で
泣
い
た
。
私
は
人
の
嫌

が
る
事
は
言
わ
ん
と
こ
う
と

思
っ
た
。
そ
れ
は
今
で
も

守
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
も
残
る
家
父
長
制�

　
　

桐
田
勝
子

（右
京
区
）

昭
和
の
前
半
は
、
大
正
生

ま
れ
の
母
た
ち
が
若
か
っ
た

こ
ろ
、
戦
争
の
足
音
が
忍
び

よ
り
、
戦
争
に
突
入
し
て

い
っ
た
時
代
。
そ
し
て
戦
後
、

誰
も
が
貧
し
か
っ
た
時
代
。

後
半
は
私
た
ち
が
子
ど
も
の

頃
～
青
年
期
、
子
育
て
期
を

過
ご
し
た
時
代
で
す
。

戦
前
は
大
日
本
帝
国
憲
法

の
下
、
家
父
長
制
と
戸
籍
制

度
で
、
女
性
は
選
挙
権
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
に

生
ま
れ
た
私
た
ち
は
、
教
師

や
両
親
、
会
社
の
先
輩
な
ど
、

身
近
な
大
人
か
ら
折
に
触
れ

て
戦
争
体
験
を
聞
い
て
大
人

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
働

く
女
性
が
増
え
た
と
は
言
え
、

民
間
企
業
で
は
、
ま
だ
ま
だ

働
き
づ
ら
い
時
代
で
し
た
。

家
父
長
制
の
残
り
滓
が
あ
ち

こ
ち
に
あ
り
、
そ
れ
に
抵
抗

し
な
が
ら
生
き
て
き
た
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
、

平
成
、
令
和
に
な
っ
た
今
も

あ
っ
て
、
明
治
時
代
の
残
り

滓
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
は
元
号

と
西
暦
を
併
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
以
降
は
西
暦
を

使
う
よ
う
に
な
り
、
元
号
で

言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来
な
く

な
り
ま
し
た
。

昭
和
の
青
年
の
思
い
出

�

増
田
二
三
夫

（南
区
）

昭
和
３６
年
、
中
学
３
年
の

時
、
朝
日
新
聞
の
配
達
ア
ル

バ
イ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

を
し
て
い
た
が
、
中
学
２
年

の
後
輩
が
、
日
曜
朝
刊
の
配

達
が
遅
い
、
と
読
者
か
ら
ク

レ
ー
ム
が
来
て
販
売
店
主
か

ら
ク
ビ
を
宣
告
さ
れ
た
。
当

時
は
日
曜
も
夕
刊
配
達
が
あ

り
、
理
不
尽
な
ク
ビ
切
り
に

反
対
す
る
た
め
夕
刊
配
達
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
た
め
近
く

の
保
育
園
の
園
庭
に
集
ま

り
集
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
警

察
官
が
来
て
解
散
を
命
じ
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
に
販
売
店

主
に
密
告
し
た
新
聞
少
年
は

翌
年
、
新
聞
少
年
代
表
と
し

て
ア
メ
リ
カ
に
招
か
れ
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
に
会
っ
た
と
後

日
談
と
し
て
聞
か
さ
れ
た
。　

昭
和
３９
年
１７
歳
の
時
に
川

島
織
物
に
勤
め
て
い
た
が
、

天
皇
が
川
島
織
物
に
来
訪
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
「
賃
上

げ
・
春
闘
勝
利
」
の
ス
ト
権

を
確
立
し
て
労
組
員
全
員
ハ

チ
マ
キ
を
し
て
い
た
が
、
会

社
側
か
ら
天
皇
訪
問
時
だ
け

ハ
チ
マ
キ
を
外
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
ハ

チ
マ
キ
を
外
す
か
外
さ
な
い

か
で
臨
時
の
労
組
大
会
を
開

催
し
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

参
加
者
の
多
く
は
天
皇
に
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
れ
ば

い
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
っ



7

『紫式部』　2025 年 9 月号

手話クイズ

  ①③ ②

（解答1５㌻）

◆
﹁
泣
く
﹂
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

右手拳を鼻先から前へ

出しながら下ろし、小

指側で左手掌をたたく。

4 指を折り曲げた右

手親指側を目にあ

て、左右に動かす。

右手掌を額に打ち

つける。

手話　　　  サークル
９月の日程

９月４日 （木曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

「８」の形の指先を曲げる。

「数字80」

戦
争
準
備
に
危
機
感

吉
田
博
一

（山
科
区
）

昭
和
１
０
０
年
、
最
も
大

き
な
出
来
事
と
言
え
ば
や
っ

ぱ
り
第
二
次
世
界
大
戦
で

し
ょ
う
。
私
は
戦
後
４
年
目

に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
平
和
が
当
た
り
前
の
社

会
で
今
ま
で
生
き
て
き
ま
し

た
。
そ
の
当
た
り
前
は
日
本

人
の
多
く
が
２
度
と
戦
争
し

た
が
、
採
決
の
結
果
、
４
票

差
で
ハ
チ
マ
キ
を
外
す
こ
と

と
な
っ
た
。
会
社
は
天
皇
が

く
る
た
め
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ト
イ
レ
の
新
設
と
設
備
投
資

に
金
を
か
け
、
当
日
ロ
ー
ル

ス
ロ
イ
ス
で
訪
れ
た
昭
和
天

皇
の
皇
后
（
香
淳
皇
后
）
か

ら
当
時
私
は
手
機
で
袋
帯
を

織
っ
て
い
た
が
、「
こ
の
帯
は

１
日
ど
の
く
ら
い
織
れ
る
の

で
す
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
。
今
で
も
思
う
が
会
社
が

皇
后
側
近
に
「
あ
の
坊
主
に

声
を
か
け
て
く
れ
」
と
言
っ

た
の
だ
と
思
う
。

戦
争
経
験
、
繰
り
返

し
聞
く
必
要
が

奥
谷
和
隆

（専
務
理
事
）

昭
和
40
年
生
ま
れ
の
私
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
か
ら

20
年
後
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
こ
ろ
元
気
だ
っ
た
自

分
の
祖
母
や
祖
父
、
曾
祖
母

は
戦
争
経
験
者
で
す
。
街
の

お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
た
ち

も
、
み
ん
な
戦
争
経
験
が

あ
っ
た
人
た
ち
。
そ
う
い
え

ば
、
き
っ
と
戦
争
で
負
傷
し

て
手
の
な
い
人
や
足
の
な
い

人
が
今
よ
り
も
見
か
け
た
気

が
し
ま
す
。

戦
争
の
経
験
を
し
て
い
な

て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
を

強
く
持
っ
て
い
る
事
と
無
縁

で
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
軍
事

費
の
突
出
、
戦
争
危
機
を
煽

る
動
き
な
ど
、
戦
争
を
し
た

が
る
勢
力
が
具
体
的
に
戦
争

準
備
を
始
め
危
機
を
つ
く
り

だ
そ
う
と
し
て
い
る
事
に
強

い
危
機
を
感
じ
て
い
ま
す
。

い
私
が
、
ど
れ
ほ
ど
映
像
や

話
を
聞
い
て
も
全
部
は
理
解

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
で
目
に
し
た
も
の
や
、

そ
の
時
の
時
代
の
空
気
感

は
、
生
ま
れ
て
い
な
い
方
に

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

う
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う
に

戦
争
に
関
し
て
も
、
未
経
験

者
の
私
は
１
０
０
％
受
け
止

め
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

１
０
０
％
受
け
取
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
震
災
の
経
験
か

ら
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
戦
争
経
験
者
の
方
の

お
話
は
繰
り
返
し
聞
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【お
わ
び
】

８
月
号
、
１１
㌻
「
昭
和
百

年
何
が
め
で
た
い
！
？
」
４

段
目
「
核
の
な
い
め
で
た
い

年
を
」
の
本
文
末
尾

「
国
連
は
機
能
し
て
い
る

の
」
中
満
泉

の
次
に

「
軍
縮
担
当
上
級
代
表
」

を
補
足
し
ま
す
。
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環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

7
月
は
１8
人
の
方
か
ら
合

計
１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
９
５
・
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
福
井　

美
浜
に
新
原
発
？！

美
浜
１
号
機
２
号
機
は
、
現

在
は
廃
炉
。
で
も
３
号
機
は
、

運
転
開
始
５０
年
を
２０
年
延
長
し

て
２
０
２
１
年
６
月
か
ら
再
稼

働
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
震

災
後
初
め
て
新
増
設
が
決
ま
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
建
設
に
は

調
査
期
間
を
含
め
て
、
２０
年
は

か
か
る
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な

長
い
間
、
私
た
ち
は
、
原
発
を

使
い
続
け
る
の
で
す
か
？！

（
稲
葉
都
）　

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
7
月
報
告

２3
日
、
６
人
。

　

参
院
選
の
結
果
—
環
境
・
平

和
破
壊
の
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
、
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
に
一

同
怒
り
心
頭
。

▼
▼
９
月
つ
ど
い
予
定

２4
日(

水
）
１
時
半
～
３
時
半

本
部
ホ
ー
ル
に
て

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

第
2
回
理
事
会
報
告

(

7
月
２5
日
）

理
事
11
人
中
10
人
出
席
。

監
事
2
人
中
2
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

⦿
組
織

・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

◆
承
認
事
項

◎
松
本
ヒ
ロ
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
紫

式
部
に
セ
ッ
ト
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
組
合
員

向
け
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 6,776 3,578 🔼🔼3,198

経費合計 7,123 5,535 🔼🔼1,588

事業剰余 🔼🔼347 🔼🔼1,957 🔼🔼1,610

経常剰余 🔼🔼287 🔼🔼1,906 🔼🔼1,619

2025年度    　6   　6月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 20,147 11,327 🔼🔼8,820

経費合計 20,757 16,256 🔼🔼4,501

事業剰余 🔼🔼610 🔼🔼4,929 🔼🔼4,319

経常剰余 🔼🔼384 🔼🔼2,876 🔼🔼2,492

4月～6月度累計4月～6月度累計

1,154

19,077口

人数 口数

加入 4人 10口

増資 20人 104口

脱退 5人 🔼🔼50口

減資 0人 0口

増減 🔼🔼1人 64口

組織状況（2025年7月31現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

7月実績

ＮＰＯ特定非営利活動法人

くらしコープの解散と

生活支援事業の継承について

特定非営利活動法人くらしコープ（理事長：吉岡英二）
は、２０２５年９月末をもってすべての事業を終了し、
解散手続きに移ることとなりました。
　これに伴い、特定非営利活動法人くらしコープが提
供している生活支援事業はすべて終了し、業務に従事
しているすべてのワーカーとの契約も終了いたします。
　事業終了後、生活支援事業の利用を希望される方は、
京都高齢者生活協同組合くらしコープ（理事長：後寳
三郎）に申し込んでいただくことになります。
　また、特定非営利活動法人くらしコープで勤務され
ていたワーカーのうち、引き続き業務を希望される方
も、同組合との再契約が必要となります。
　なお、これまで特定非営利活動法人くらしコープが
提供してきた法人向けサービスについても、２０２５
年９月末をもって終了いたします。

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
▼
9
月
の
予
定

映
画
鑑
賞

『あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
』

　

２
０
１
９
年
、
１
１
９
分
。

　

第
２
次
大
戦
末
期
に
保
母

（
保
育
士
）
た
ち
が
幼
い
園
児

た
ち
と
と
も
に
集
団
で
疎
開

し
、
東
京
大
空
襲
の
戦
火
を
逃

れ
た
「
疎
開
保
育
園
」
の
実
話

を
戸
田
恵
梨
香
と
大
原
櫻
子
の

主
演
、
山
田
洋
次
作
品
の
多
く

で
脚
本
、
助
監
督
を
務
め
て
き

た
平
松
恵
美
子
の
監
督
、
脚
本

に
よ
り
映
画
化
。

　

１
９
４
４
年
、
大
戦
末
期
の

東
京
。
警
報
が
鳴
り
、
防
空
壕

に
避
難
す
る
生
活
が
続
く
中
、

園
児
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
保
母
た
ち
が
保
育
所
の

疎
開
を
模
索
し
て
い
た
。

　

よ
う
や
く
受
け
入
れ
先
と
し

て
見
つ
か
っ
た
埼
玉
の
荒
れ
寺

で
疎
開
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た

若
い
保
母
た
ち
と
園
児
た
ち

は
、
日
々
噴
出
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

互
い
に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
奮

闘
し
て
い
く
。

　

戸
田
が
保
母
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
役
を
、
大
原
が
天
真
爛
漫

で
音
楽
好
き
な
保
母
を
そ
れ
ぞ

れ
演
じ
る
。　

９
月
２７
日
（
土
）
１０
時
か
ら

会
場
：
北
区
西
賀
茂
・
水
野
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前

９
時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
高

橋
南
下
車
が
便
利
。

お
問
い
合
わ
せ
は
水
口
へ

℡
０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
7
月
報
告

１1
日
１3
人���

２5
日
１2
人���

▼
▼
９
月
の
予
定
１２
日
と
２６
日

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
9
月
の
予
定

４
日(

木)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
8
月
報
告

ジ

ョ
ー

ジ
・

オ
ー

ウ

ェ

ル

『
１
９
８
４
（
年
）
』
第
９
回

６
日
、
３
人
。

　

主
人
公
は
つ
い
に
党
の
綱
領

的
文
書
、
『
少
数
独
裁
制
集
産

主
義
の
理
論
と
実
践
』を
入
手
、

読
み
始
め
ま
す
。

「
第
一
章　

無
知
は
力
な
り　
　

　

人
類
の
歩
み
が
記
録
さ
れ
は

じ
め
て
以
降
（
中
略
）、
世
界

に
は
上
層
、
中
層
、
下
層
、
三

種
類
の
人
々
が
存
在
し
て
き
た

…
」

　

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
が
い
よ
い
よ
登
場
し

た
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
9
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４
（年
）』
（
角
川
文
庫
・

早
川
文
庫
等
）
第
１０
回

　

３
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
7
月
報
告

『マ
ザ
ー
グ
ー
ス

（
の
う
た
）』

第
２
回

１6
日
３
人
。

　

校
長
先
生
不
在
で
自
習
に
な

る
か
と
思
い
き
や
、
心
を
入
れ

換
え
た
か
の
よ
う
に
真
面
目
に

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」
を
読
み
進
め

ま
し
た
。
本
文
を
読
み
、
巻
末

の
原
文
と
註
釈
、
更
に
は
別
巻

の
挿
し
絵
を
見
て
と
大
忙
し
。

が
こ
れ
が
な
か
な
か
楽
し
い
。

　

よ
う
や
く
１
章
が
終
り
ま
し

た
！
３
人
で
し
た
。

▼
▼
名
作
を
読
む
会
９
月
予
定

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

（
の
う
た
）』

（
草
思
社

・
講
談
社
文
庫
）
第

４
回　

９
月
１７
日

（
水
）
１
時

半
～
本
部
ホ
ー
ル

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『本
日
公
休
』

9
月
21
日

（日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（左
京
区
）

　

台
中
に
あ
る
昔
な
が
ら
の
理

髪
店
。
店
主
ア
ー
ル
イ
は
40
年

に
わ
た
っ
て
こ
の
店
に
立
ち
続

け
、
常
連
客
を
相
手
に
ハ
サ
ミ

の
音
を
響
か
せ
て
い
る
。
彼
女

が
ひ
と
り
で
育
て
上
げ
た
３
人

の
子
ど
も
た
ち
は
既
に
独
立
し

て
お
り
、
頼
り
に
な
る
の
は
近

所
で
自
動
車
修
理
店
を
営
む
次

女
の
元
夫
チ
ュ
ア
ン
だ
け
。
あ

る
日
、
離
れ
た
町
か
ら
通
い
続

け
て
く
れ
る
常
連
客
の
〝
先
生
〟

が
病
に
倒
れ
た
こ
と
を
知
っ
た

ア
ー
ル
イ
は
、
店
に
「
本
日
公

休
」
の
札
を
掲
げ
、
古
び
た
愛

車
に
乗
り
込
ん
で
先
生
の
も
と

へ
向
か
う
。
２
０
２
３
年
製
作

／
１
０
６
分
／
台
湾

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

映
画
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル
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理事長　井上ひろみ
社会福祉法人　七野会

⑭もうこれ以上負担できない

　

ま
た
負
担
が
増
え
る

　

⁉～
年
末
ま
で
に
検
討
さ　

れ
る
こ
と
～

２
０
２
７
年
度
の
介
護
保

険
改
定
の
論
議
が
早
く
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
改
定
に
向

け
、
今
年
末
に
は
社
会
保
障

審
議
会
の
介
護
保
険
部
会
で

「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
」
が
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。
検
討
に

上
が
っ
て
い
る
内
容
に
は
、

利
用
者
負
担
が
増
え
、
サ
ー

ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
も
の
が

目
立
ち
ま
す
。

①
利
用
者
２
割
負
担
の
対

象
拡
大

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
で

す
が
、
所
得
に
応
じ
て
２

割
・
３
割
負
担
し
て
い
る
方

が
利
用
者
の
約
８
％
お
ら

れ
ま
す
。
２
割
負
担
の
対
象

は
「
年
金
等
収
入
が
単
身
で

２
８
０
万
円
以
上
」
で
す
が
、

こ
の
要
件
を
引
き
下
げ
て
、

２
割
負
担
の
対
象
を
広
げ
る

と
い
う
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
１
割

か
ら
２
割
に
、
２
倍
に
な
る

の
で
す
か
ら
、
利
用
を
控
え

る
、
サ
ー
ビ
ス
は
減
ら
せ
な

い
の
で
他
の
支
出
を
削
る
な

ど
、
利
用
抑
制
や
生
活
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
要
介
護
１
，
２
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
直
し

要
介
護
１
と
２
の
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
等
を
介
護
保
険

給
付
か
ら
外
し
、
自
治
体
事

業
で
あ
る
「
総
合
事
業
」
に

移
行
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。２

０
１
７
年
に
要
支
援
１

と
２
の
訪
問
介
護
が
「
総
合

事
業
」
に
移
行
し
、
報
酬
単

価
が
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
事

業
者
の
撤
退
や
、
訪
問
し
て

く
れ
る
事
業
所
が
見
つ
か
ら

な
い
な
ど
の
問
題
が
今
も
続

い
て
い
ま
す
。

要
介
護
１
と
２
に
は
身
体

的
介
護
は
少
な
い
け
れ
ど
、

認
知
症
で
見
守
り
や
家
事
援

助
が
必
要
と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
自
治
体
の
財
政
状

況
に
左
右
さ
れ
な
い
全
国
一

律
の
介
護
保
険
給
付
と
し
、

専
門
性
を
も
っ
た
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
が
訪
問
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
「
総
合
事
業
」

へ
の
移
行
で
、
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
ず
に
、
認
知
症

の
進
行
や
生
活
状
況
の
悪
化

を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
有

料
化在

宅
生
活
を
送
る
方
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
利
用

者
本
位
の
立
場
で
、
一
人
一

人
の
利
用
者
の
状
況
に
応
じ

て
相
談
対
応
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
・
見
直
し
等
を
行
う
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
入
り

口
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
制

度
開
始
か
ら
、
利
用
者
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
有
料
化
さ
れ
れ
ば
、
利
用
者

の
負
担
が
増
す
ば
か
り
で
な

く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

控
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
必
要
な
人
を
、
入

り
口
で
門
前
払
い
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

④
施
設
の
多
床
室
の
室
料

負
担今

年
８
月
か
ら
介
護
老
人

保
健
施
設
と
介
護
医
療
院
の

一
部
の
多
床
室
で
新
た
に
室

料
の
負
担
（
月
額
８
千
円
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
多

床
室
の
室
料
負
担
の
対
象
を

さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
を
含
め
介
護

保
険
施
設
の
室
料
負
担
は
、

「
対
象
を
絞
っ
て
導
入
し
、
導

入
後
は
対
象
を
拡
大
・
負
担

軽
減
制
度
を
縮
小
す
る
」
と

い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
同
じ
途
を
た
ど
れ
ば
、

施
設
退
所
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
人
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

負
担
を
増
や
さ
ず
、

国
庫
負
担
を
増
や

し
て
！

現
役
世
代
の
負
担
軽
減

「
持
続
可
能
な
制
度
」
の
た

め
だ
か
ら
と
、
負
担
増
や
給

付
抑
制
は
仕
方
な
い
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
保

険
料
を
払
い
続
け
て
も
、
必

要
な
時
に
利
用
で
き
な
い
制

度
で
は
、
ど
の
世
代
も
、
今

も
将
来
も
安
心
で
き
ま
せ

ん
。高

齢
化
に
伴
う
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
に
今
も
将
来
も

対
応
し
て
い
く
に
は
、
利
用

者
負
担
増
や
給
付
の
制
限
で

は
な
く
、
保
険
財
政
の
国
費

負
担
を
今
の
２５
％
か
ら
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。「
も
う
こ
れ
以
上
負

担
で
き
な
い
、
国
庫
負
担
を

増
や
し
て
！
」
と
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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風
光
明
媚

雲
海
の
小お

に
ゅ
う入

峠

高
間
登
志
男
さ
ん
（
伏
見
区
）滋賀県高島市の奥の雲海の名所。早朝から出かけました。

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

　　���～エイコンズ予定～

「やさしい英語で楽しく話そう」

「英語の歌を歌おう♪」

「唱歌を歌おう」

「初級ギター・教室」随時募集中

問い合わせ：(075)493-2983

まちから村の連帯でひとりぼっちの高齢者をなくそう
平和、 人権、 憲法がいきづく社会を！
要求運動の大きなうねりを起こそう！

　　第２４回　　京都高齢者大会

１０月１８日 ( 土 )四条通御前西入るラボール京都にて

１１
月
１１
日(

火)

・
１２
日(

水)

日
本
高
齢
者
大
会

in
さ
い
た
ま

（詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎ 10 時～ 12 時

　　４つの分科会

そのうち

「高齢者の生き方　　

を考える」 に

後寳三郎理事長が

登壇、 報告します。

◎ 13 時～ 15 時

　　全体会

〈オープニング〉

記念講演

「気候変動と私たちのくらし」

浅岡美恵弁護士

〈分科会報告〉

〈パレード〉
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「
紫
式
部
」
の
報
告
で
、「
読

者
サ
ー
ク
ル
」
が
楽
し
そ
う

で
す
。
み
ん
な
「
読
む
こ
と

が
好
き
な
ん
や
！
」
と
感
じ

ま
す
。「
そ
れ
な
ら
小
生
も
。
」

と
、
本
屋
さ
ん
の
書
棚
か
ら
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
」
と
言

う
文
庫
本
を
取
り

出
し
て
買
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
の
歴

史
っ
て
、
学
校
で

は
教
え
て
く
れ
ま

せ

ん

で

し

た

か

ら
。
今
現
実
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
か
ら
受

け
た
大
虐
殺
。
ヘ
ブ
ラ
イ
人

の
「
意
趣
返
し
」
の
つ
も
り

な
の
か
。ソ
ン
ナ
こ
と
な
ら
、

そ
れ
は
ま
る
で
、
大
人
げ
な

い
仕
打
ち
や
な
い
か
、
と
腹

立
た
し
い
と
思
っ
た
か
ら
。

　

そ
う
言
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
国
っ
て
、
何
処
に
あ
っ
た

の
？　

　

昔
、
昔
の
大
昔
。
３
千
年

前
。
ダ
ビ
テ
を
王
と
す
る
ヘ

ブ
ラ
イ
人
（
＝
欧
州
人
た
ち

の
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
サ

ゲ
ス
ン
ダ
別
称
）
の
統
一
国

家
が
成
立
し
て
は
い
ま
し
た

が
、
２
百
年
後
、
ロ
ー

マ
帝
国
に
滅
ぼ
さ
れ

て
滅
亡
。
キ
リ
ス
ト

教
が
ロ
ー
マ
帝
国
の

国
教
と
し
て
公
認
。

　

千
年
前
第
１
回
十

字
軍
で
、
西
欧
で
の

ユ

ダ

ヤ

人
迫

害
激

化
。
７
百
年
前
、
イ

ギ
リ
ス
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
追

放
、
５
百
年
前
。
ス
ペ
イ
ン

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
追
放
。
３
百

年
前
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
ユ

ダ
ヤ
人
解
放
令
。
ユ
ダ
ヤ
人

北
米
へ
の
移
民
本
格
化
。
第

２
次
世
界
大
戦
終
結
の
後

１
９
４
８
年
「
ユ
ダ
ヤ
人
の

国
再
建
」
と
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
荒
）

「読
書
サ
ー
ク
ル
・
快
調
」

清少納言
百四十一の段

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

� 090-3671-4543

　� 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

お
た
よ
り

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ゅ
う
り
の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
の

レ
シ
ピ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
自
己
流
で
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
が
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
佐
竹
さ
ん
の
つ
く
り
方
で

や
っ
て
み
ま
す
！！

紫
式
部
の
手
配
り
配
布
は
、
他

に
も
た
く
さ
ん
の
物
を
配
っ
て
ま

す
の
で
苦
に
な
っ
て
ま
せ
ん
。

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
小
野
留
美
子
）

共同墓　着々進む
平和の風　大乘寺

◀
同
寺
墓
所
内
の
予
定
地
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私のレシピ　　　　　　　　　　　

疲れがとれる鶏むね肉とレモン

（カリッと焼いて中はジューシー）

佐竹輝子

（北区鷹峯）

　

　

変
な
小
見
出
し
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
う
な
ん
で
す
。
酸
素

と
い
う
物
質
は
、
ど
こ
に
で
も

居
ま
す
。
空
に
も
、
山
に
も
、

土
の
中
で
も
。
そ
し
て
海
の
中

に
で
も
。
そ
し
て
ヒ
ト
の
体
の

中
に
で
も
。
そ
し
て
と
て
も

人
な
つ
っ
こ
い
の
で
す
。
鉄
の

中
に
入
り
込
ん
だ
サ
ン
ソ
な
ら　

そ
の
中
の
中
の
奥
ま
で
入
り
込

み
ま
す
。

　

そ
の
酸
素
付
き
の
鉄
の
ナ

イ
フ
な
ら
、
そ
れ
を
、
サ
ビ

タ
ナ
イ
フ
、
と
言
い
ま
す
。　
　
　

　

さ
て
地
球
上
に
生
ま
れ
た　

生
き
物
は
す
べ
て
こ
の
サ
ン

ソ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
、
こ
の
サ
ン
ソ
の
持
っ

て
い
る
不
思
議
な
力
で
動
か

せ
て
も
ら
っ
て
居
る
の
で
す
。　

�
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も 

ち
ゃ
ん
㉒

サ
ン
ソ

（酸
素
）
の
誕
生
は
、

海
の
中
か
ら

輝
子

似
た
夫
婦
老
々
介
護
背

ち
ぢ
む

元も
と
と
と
や

魚
屋
錆
び
た
包
丁
並

べ
見
る

思
い
き
り
カ
ー
テ
ン
引

け
ば
ご
う
や
か
な四

紅
坊

籠
も
り
寝
て
も
や
り
す

ご
せ
な
い
こ
の
猛
暑

秋
の
風
暑
さ
も
戦
も
吹
き

飛
ば
せ

鰻
無
理
せ
め
て
た
べ
た

や
秋
刀
魚

川
柳

材料４人分

鶏もも肉 ２枚（500 ｇ）　長ねぎ １/ ２本　サラダ油 大さじ１　ごま油 大さじ１

☆漬け込みだれ

酒 大さじ１　塩 小さじ１/ ２　こしょう 少々　レモン汁 大さじ１

⦿たれ調味料

レモン汁 大さじ１　塩 小さじ１/ ３　黒こしょう 少々　おろしにんにく 小さじ１/ ３　唐辛子（輪

切り） 小さじ１

①もも肉の筋を取り除く。皮目を下にしておき、縦に４本浅く切り込みを入れる。裏返して皮にフォー

ク等で穴をあける。ボウルにもも肉、☆を入れてもみ込み１０分程おく。

②ネギは小口切りにする。

③別のボウルに⦿を入れて混ぜる。

④フライパンにサラダ油を入れて熱し、もも肉皮目を下にして入れ、中火で４～５分こんがりと焼く。

⑤裏に返してふたをして弱火で３分程焼き、鶏肉に火が通ったら器に盛る。

⑥キッチンペーパーでフライパンの余分な油を拭き取りごま油を入れて熱し、ねぎを入れ中火でさっ

と炒める。

⑦　⑥を⦿に加え、鶏肉にかける。

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ゅ
う
り
の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
の

レ
シ
ピ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
自
己
流
で
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
が
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
佐
竹
さ
ん
の
つ
く
り
方
で

や
っ
て
み
ま
す
！！

紫
式
部
の
手
配
り
配
布
は
、
他

に
も
た
く
さ
ん
の
物
を
配
っ
て
ま

す
の
で
苦
に
な
っ
て
ま
せ
ん
。

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。�

（
小
野
留
美
子
）
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 昭和百年 ╮ チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム

で
ト
ン
ボ
と
り

其の十三　昭和あまり

　

私
が
小
学
二
年
生
（
昭
和

十
二
年
）
頃
の
晩
夏
の
夕
暮
れ
、

遊
び
広
場
の
草
原
に
子
供
た
ち

が
集
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
無

数
の
ト
ン
ボ
が
、
群
が
る
虫
を

喰
べ
て
乱
飛
す
る
の
で
す
。
そ

の
ト
ン
ボ
を
み
ん
な
で
捕
る
の

で
す
。

　

六
十
セ
ン
チ
位
の
蛸
糸
の
端

に
、
チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
を
丸
め

て
取
り
付
け
ま
す
。
「
そ
の
道

具
」
の
糸
を
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
要

領
で
、
ト
ン
ボ
を
目
掛
け
て
投

げ
る
の
で
す
。
鬼オ

ニ

ヤ
ン
マ
・
ソ

ラ
・
ミ
オ
カ
ラ
・
ム
ギ
ワ
ラ
…

無
数
の
ト
ン
ボ
の
乱
舞
に
。
わ

れ
を
忘
れ
て
遊
ぶ
至
福
の
ひ
と

と
き
で
す
。
「
そ
の
道
具
」
は

普
通
は
鉛
の
重
り
を
付
け
る
の

で
す
が
、
子
供
た
ち
は
、
チ
ュ

ウ
イ
ン
ガ
ム
を
使
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
で
満
足
だ
っ
た
の

で
す
。

黄た
そ
が
れ昏

の
夏
の
夕
暮
れ
時
の
楽

し
い
思
い
出
の
光
景
が
今
も
甦

が
え
り
ま
す
。

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 22 号！

★�専有面積　50.46 ㎡バルコニー面積 6.14 ㎡
★�建物�地上�7 Ｆ　2 Ｆ部分
★�築年月　昭和 48 年 9月　棟総戸数�84 戸
★�駐輪場、 都市ガス、 エレベーター、 冷暖房、 給湯
★�キッチン食器乾燥機付　

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

　　買物、 交通至便！

　　　　　　嵯峨天龍寺ハイツ　　
　　　　２階角部屋　バルコニー２個所

　　　　　　　　　　　　　陽当り、 通風良好

☆�ＪＲ山陰本線嵯峨嵐山駅より徒歩５分　
　☆�京都市右京区嵯峨天龍寺中島町 12 番地 1
　　　( グルメシティ嵯峨野店すぐ）

　　　　２階角部屋　バルコニー２個所

　　　　　　　　　　　　　陽当り、 通風良好

価格 （総額）　� 1200 万円

管理費 （月額）　� 6660 円

修繕積立費　����� �8880 円
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

８
月
の
初
め
ま
で
は
、
い
つ

ま
で
続
く
こ
の
猛
暑
！
と
思
っ

て
い
た
ら
立
秋
の
８
月
７
日
を

過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
は
大
雨
。

極
端
か
ら
極
端
へ
、
中
間
の
モ

デ
ラ
ー
ト
が
な
い
！
熊
た
ち
の

出
没
と
危
害
も
、
大
き
な
原
因

の
一
つ
は
地
球
温
暖
化
。
気

候
変
動
枠
組
条
約
に
背
を
向

け
て
、
「
掘
れ
、
燃
や
せ
、
造

れ
」
と
言
う
こ
と
は
人
類
・
地

球
の
敵
と
言
え
る
で
し
ょ
う
▼

１
０
０
年
に
一
度
の
企
画
、「
昭

和
百
年
（
戦
後
８０
年
）
何
が
め

で
た
い
（
め
で
た
く
な
い
）
」

に
は
、
戦
前
・
戦
後
の
昭
和
を

生
き
た
皆
さ
ん
の
様
々
な
暮
ら

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2025 年 9 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

９月２５日 （木）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
③
番
で
す
。

①
成
功　

②
失
敗　

③
泣
く

し
や
願
い
が
に
じ
み
出
て
い

て
、
味
わ
い
深
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
▼
毎
年
９
月
号

恒
例
の
「
元
気
な
仲
間
」
に
登

場
い
た
だ
い
た
お
三
方
は
さ
す

が
に
お
元
気
。
元
気
の
秘
訣
っ

て
、
や
っ
ぱ
り
共
通
し
て
ま
す

ね
ー
と
言
い
訳
し
て
、
タ
イ
ト

ル
は
去
年
と
同
じ
「
外
向
き
！

前
向
き
！
楽
し
く
！
」
に
し
ま

し
た
▼
さ
て
実
り
の
秋
は
残
暑

の
秋
に
な
り
そ
う
。
願
わ
く
ば

豊
年
満
作
で
、
食
欲
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
が
満

た
さ
れ
、
食
料
が
国
中
に
有
り

余
り
、
内
外
の
、
今
日
明
日
の

食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
人
々
に

ま
で
行
き
渡
り
ま
す
よ
う
に
。　

　

（
赤
染
益
輝
）
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